
2017年09月号

長かった夏休みもおわり、新学期が始まりましたね。みなさんはどんな夏休みを過ご
しましたか ？今月９月１８日は敬老の日です 。おじいさんとおばあさんの美しくあたたか
いおはなしを今月は紹介します 。うみのみずが だんだんとうえにあがってきてしまうまち。こ
のまちのひとたちは、うみのみずがあが ってくるごとに、家がうみのなかにはいって しまうた
め、家のうえに家をたて、どんどんいえをつみきのようにつみかさねて生活 しています 。そん
なまちにすむひとりのおじいさん 、このおじいさんは３ねんまえにだいすきだった奥さんを亡
くしてしまい 、ひとりぼ っちで生活しています 。そろそろまた 、うみのみずがあがってきて、つ
ぎのあたらしいおうちをたてようとしていたある日、おじいさんはかなづちを海のなかへおと
してしまいます。おじいさんはうみの中へとかなづちをひろいにはいっていくと、そこには、自
分がいままですんできた家が下へ下へ続いていました。それは、愛する奥さんと過ごし
たかけがえのない思い出…。おじいさんは、一軒一軒おばあさんとの思い出をたどりな
がら、下 へ下へとおりてゆきます 。おばあさんと出会った日、おばあさんと結婚 した日、ふ
たりのあいだに子 どもが うまれた日 、そしておばあさんが亡 くなる日…。一軒ごとに、そこ
で暮らした当時の生活や日常がすまなくなって しまったいまもそこにはきちんと残ってい
ました。加藤久仁生さんの淡くやわらかいイラス トが 映画のワンシーンのように美しく、おも
わず涙してしまいます 。おじいさんがおばあさんと出会った日 、そして結婚した家は海の
底の一番 したにある家です 。この家の高さ、海の深さがおじいさんの一生をあらわしてい
るのです。まちの人たちは、むか しはおじいさんのように、いえをつ くりつづけ、住んでいまし
たが 、いまはみんないえをつくるのをやめてこのまちか ら出ていって しまいました 。でもおじい
さんはな くな ったおばあさんとの思 い出のつまったこのいえをぜったいにはなれようとはしま
せん 。そこか らもおじいさんのおばあさんへの愛が伝わってきますね。夫婦ってわたしはい
つもすごい関係だなぁと感じます。両親や祖父母を見ていてもいつも思 いますが 、お互
いが唯一無二の存在というか 、言葉はなくとも愛し合っている、すごい絆でむすばれて
いるのだなぁと。他人から家族になるんですもんね。離婚をして しまったり、うまくいかない
夫婦もなかにはいますが 、人生の大半を他人であるだれかと出会い、一生連れ添う
…先月のふしぎ特集でも書きましたがそんな人にきっと出会うべくして出会っているの
かなぁと思います 。きっとこのおじいさんも。きっとこれか らもおじいさんのこのつみきのいえ
はどんどんと高くなっていくのでしょう、いや、高くなっていってほしいと願 います 。亡くな って
か らもこんな風に想ってもらえる…こんなすてきな夫婦になりたいものですね。
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